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第1658回例会
令和３年３月４日（12：30～13：30）

○ソング
　◦国歌（君が代）　◦奉仕の理想
○ビジター
　◦白河青年会議所　理事長 成井匠様、専務 近藤有美様、山崎慎二様
○スマイルBOX
　◦吉野敬之会長（本日は成井理事長、近藤幹事、山崎さん例会にようこそ。そして卓話有難うございました。大変な時

期に理事長職を拝命するのもきっと修練だと思います。頑張って下さい。）
　◦堀田一彦幹事（白河JC理事長成井様、専務近藤様、山崎様ようこそ！卓話ありがとうございました。）
　◦金田昇会員（白河JCのみなさま、ようこそ。本日厚生病院にて人間ドックを受けました。おおむね健康でした。）
　◦齋藤孝弘会員（成井理事長卓話ありがとうございました。コロナ禍に負けず一年間ガンバッテください。）
　◦成井正之会員（白河青年会議所の皆様ようこそ。長い間、ZOOMでの例会でしたので、一月の初打ちコンペで優勝い

していましたが、スマイルするのを忘れていましたので、本日スマイルします。）
　◦永野文雄会員（白河JCの成井さん、近藤さん、山崎さんようこそ。又、成井理事長さん卓話ありがとうございま

す。）
　◦青木大会員（成井理事長、卓話ありがとうございま

した。日曜日、1ラウンドで2バーディー取れました。
ありがとうございます。）

　◦佐川京子会員（お誕生日と結婚記念日のダブルでお
祝いいただきました。昨日、春らしいお花のバスケッ
トが届き、とてもうれしかったです。ありがとうござ
いました。JCの成井理事長、卓話ありがとうございま
した。議会中のため中座します。）

　◦佐藤幸彦会員（誕生日プレゼント、ありがとうござ
います。運転免許、無事故無違反40年を達成しました。
白河JCの皆様、ようこそ。）

　◦櫻岡敏之会員（成井理事長、卓話ありがとうござい
ました。本日は誕生日お祝いありがとうございまし
た。）

　◦小林義勝会員（皆さんお久しぶりです。青年会議所
理事長成井匠様、今日はお忙しい中お出で頂きありが
とうございます。）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４７名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６１名

C  Ⓐの出席者数 ２４名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ２名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ８名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３４名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５５
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６１．９％

第1658回例会出席状況� （R３年３月４日)
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■会長の時間 吉野敬之会長
　皆さん、こんにちは。3月になりまして最
初の例会ということで、気候も本当に天気
よくまさに弥生というところで開会できる。
更には、こんなに大勢のというほどはまだ
集まっておりませんが、多分例会が終わる
までには沢山の方がご出席いただけると思

います。ご出席いただきましてありがとうございます。まず、
本日はお客様のほうをご紹介させていただきます。白河青年
会議所本年度理事長、成井匠様。同じく、専務の近藤有美
様。それと、メンバーであります山崎慎二様。成井理事長に
は後程、卓話をしていただこうというふうに思っております
ので、楽しみにさせていただいております。見た目ではご存
じない方もいらっしゃるかもしれませんが、実は成井匠理事
長は当クラブの成井正之様のご子息でございまして、残念な
がらお母様に似てらっしゃるようで、多分お判りにならない
方もいらっしゃるかと思いますので一応ご紹介だけさせてい
ただいておきます。更に、専務の近藤有美さんは次年度の矢
吹ロータリークラブの会長であります近藤さんのお嬢様でい
らっしゃいます。近藤さんもお母様にそっくりだそうでござ
いますので、やっぱり父親似よりはお母様似のほうが良かっ
たかなと。更に、山崎さんは何と金田昇パスト会長の義理の
息子さんということで、お嬢様の旦那様でございます。ここ
はもう、血は繋がっておりませんのでイケメンなのは全然問
題ないと思います。以上、3名の方が今日いらっしゃっていた
だいております。後程、卓話のほうよろしくお願いいたしま
す。ロータリー情報を一つ。先日、地区大会のほうのご連絡
がございまして、いろいろと地区大会、去年の秋から今年の
春に日にちを変更しまして、今年の春もできれば皆さんと顔
を合わせてというふうなことで計画をされていたようですが、
先日、こういう会をＲＩの事務局長からできれば飲酒するよ
うな会は好ましくないというような支持がございまして、そ
れに乗っ取りまして今年度の地区大会はオンラインで開会す
ると決定いたしました。皆様のほうには、このオンライン開
催の概要を後程ご連絡して出欠を取らせていただきたいと思
います。お時間は取らせないという形で、行ったり来たりと
いうことがないので、残念ながら帰ってきてからのやまおろ
しというのもないんですが、是非多数ご参加いただければと
いうふうに思っております。今日は月始めということで、い
ろいろと行事が立て込んでおりますので、会長の時間は以上
とさせていただきます。本日もよろしくお願いいたします。

■幹事報告 堀田一彦幹事
◦ロータリーの友の会委員会 委員長 代表理事 鈴木宏：新型

コロナウイルス感染症に関する友事務所対応の件（第9報継
続）

◦白河赤十字奉仕団 委員長 安澤荘一：令和2年度白河赤十字
奉仕団第3回委員会中止について

◦国際ロータリー日本事務局財団室：RI日本事務局財団室
NEWS2021年3月号

◦国際ロータリー日本事務局 事務局長 小林宏明：日本事務局
「在宅勤務延長」のお知らせ

◦国際ロータリー第2530地区 ガバナー 石黒秀司、職業奉仕委

員長 初瀬照夫：中学生によるインターンシップ（職業体験
事業）について

◦社会・国際奉仕委員長：社会・国際奉仕活動アンケートの
お願い

◦国際ロータリー日本事務局業務・IT室：水と衛生月間リ
ソースのご案内

◦国際ロータリー第2530地区2019-2020年度 ガバナー 芳賀
裕、公共イメージ・IT委員会 委員長 相良元章：地区アク
ション表彰2019-2020年度「END POLIO賞」エントリーの
ご案内

◦国際ロータリー日本事務局経理室：国際ロータリー日本事
務局経理室より2021年3月RIレートのお知らせ

◦国際ロータリー第2530地区 ガバナー 石黒秀司、地区大会実
行委員長 太田宏：地区大会オンライン開催のご案内

◦㈱フジマキネクタイ：フジマキネクタイより次年度へ向け
てのお得なキャンペーン

◦㈱オクトン：カタログ送付のご案内及び商品価格の改定に
ついて

◦㈱フジマキネクタイ：カタログ2021-2022
◦国際ロータリー第2530地区 ガバナー 石黒秀司、ガバナー

エレクト 志賀利彦、地区研修リーダー 平井義郎、次期
地区研修リーダー 芳賀裕：会長エレクト研修セミナー
（PETS）開催のご案内

■委員会報告
◦親睦委員会 櫻岡敏之委員長
・誕生日
　矢田部錦四郎会員、佐藤幸彦会員
　佐川京子会員、三瓶徹会員
　櫻岡敏之会員
・結婚記念日
　片倉義文会員、佐川京子会員
　松永紀男会員、吉成真五郎会員
　三瓶徹会員、藤田和克会員

◦雑誌広報委員会 横田俊郎委員
　皆さん、こんにちは。雑誌広報委員会の
横田でございます。今月の「ロータリーの
友」の見どころをご紹介させていただきま
す。まず、横組み開きまして3ページに「会
長メッセージ」ということで、ローターア
クト週間についてのコメントが出ておりま

す。非常に力を入れていらっしゃるというところがわかる
内容となっておりますので是非ご一読ください。それから5
ページは、3月は「水と衛生月間」ということで、それに関
する記事が掲載されております。その中で11ページに、黒磯

（２）

本日のプログラム
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ロータリークラブということで、白河からも近い那須塩原市
黒磯地区のロータリークラブの「私たちの水は本当にきれい
なのか」というタイトルで記事が掲載されております。続き
まして、14ページからはローターアクターの活動ということ
で、コロナ禍ということもありましていろいろなアイディア
でこの今の時期を乗り越えようということが記載されており
ます。マスクを作ったりとか、あとクラウドファンディング
を使って支援したりとか、そういった今の時代ならではの活
動が記事となっております。それから、19ページからはシェ
カール・メータＲＩ会長エレクトのメッセージといいますか
記事が出ております。タイトルは「大きな夢を大きく実現」
ということで、非常に読み応えのある内容で、21ページの上
に写真とメッセージがありますけれども、ロータリアンボラ
ンティアと、ボランティアであるということは何かしたいと
いうことということで、奉仕をするということが大切という
メッセージが書かれております。次の22ページからは、3月
11日、10年前の東日本大震災から10年ということで、それに
関する被災されて地区のロータリーの記事が載っております。
22ページは、岩手県山田ロータリークラブ。それから24ペー
ジには、福島南ロータリークラブの廣澤様の記事が書かれて
おります。10年前の出来事ですけれども、読み返すと本当に
つい最近の事のように思い出される内容でございますので、
是非ご一読いただきたいと思います。それから、最後は連載
コミックが出ておりますので、こちらも是非目を通していた
だければと思います。縦組みのほうでございますが、4ページ
からは長岡造形大学の助教授、福本さんという方の「企業に
よる共助」ということで「業助」という言葉をお使いになっ
てらっしゃいますが、これに関するお話が載っております。
それから最後に28ページですね。「ロータリー・アット・
ワーク」のなかで、こちらも福島ロータリークラブ「創立70
周年記念で計70本のモニワザクラを植樹」という記事が出て
おります。以上、「ロータリーの友」の見どころご紹介でご
ざいました。

■本日のプログラム
◦公益社団法人白河青年会議所 第63代理事長　成井匠様

　皆さん、改めましてこんにちは。ご紹介
いただきました、公益社団法人白河青年会
議所、2021年第63代理事長を務めさせてい
ただいております成井匠と申します。どう
ぞよろしくお願いします。平素は、先程紹
介いただきましたように父がお世話になっ

ております。また、このような機会をいただきまして本当に
ありがとうございます。それでは、私のほうから今年の2021
年の白河青年会議所の活動について少しお時間をいただい
て、話させていただければと思います。2021年のスローガン
です。「不易流行　挑もう歴史に謙虚に未来に果敢に」。残
念ながら2021年もコロナが収まることはなく、コロナに振り
回されるようなスタートになってしまいました。その中で私
たちがじゃあ何ができるかということを考えた時に、やはり
時代が変わってきているということを念頭に置いて、時代に
合わせて変えられるべきところは変えていこう。そして、守
るべきところは守っていこう。そんな意気込みでつけたタイ
トルになります。実際に白河青年会議所は3年前に60周年を
迎えまして、人間でいう還暦を迎えた年を過ぎています。歴
史というのは60年で一回り回るというような話をされた時

に、じゃあ今まで先輩方から脈々と受け継がれてきた大切な
ものって何だろうか。それと同時に、私たちが時代に合わせ
て変えていってもいいと思うものは何だろうか。こういうも
のをメンバーの一人一人に問いかけながら、必要な時にはや
はり恐れずに変えていこうというところを、未来に果敢にと
いうところ。そして、今までやってきた中でやはり変えては
ならない私たちが守ってきたものというものを、歴史、謙虚
にという形で表させていただきました。皆様に不易流行を説
くのは釈迦に説法というか、必要のないようなことかもしれ
ませんが、一応説明させてください。メンバーに説明した時
には「とらや」の羊羹の話をさせていただきました。「とら
や」の羊羹、有名な和菓子です。聞くところによると400年と
続いている和菓子屋さんなんですが、こちら実は味っていう
のは何回か変えているそうです。本質、つまり不易の部分が
何かと考えた時に、美味しい和菓子であること。美味しい羊
羹であることと考えた時に、実は時代に合わせてその味は変
えていってもいいんじゃないか、そういうふうに考えて「と
らや」さんはその年に合わせて甘さを控えめにしたり、甘め
にしてみたり、もしくは体裁を変えてみたり、そういうこと
をやってきたという話を聞きました。何百年も続いている企
業でも、やはり時代に合わせて変えるところを変えていかな
いと、時代に即していない場合のところで置いて行かれてし
まう。そういった話を聞いた時に、私達ＪＣも60周年を迎え
て、それじゃあ60年前と今とで違うところは何か。そういう
ことを話をしながら、今まで守ってきたものとこれから変え
ていくべきところを変えていこう、そういうような話でメン
バーに方向を示させていただきました。それでは、ここから
は白河ＪＣの活動紹介です。とはいえ、実は2021年の1月1日
からＪＣのほうは理事長は切り替わります。ですので、私
の代になってからはまだ2か月しか経っていなくて、しかも
1月の時点では白河のほうでクラスターが発生したり等々あ
りまして、実際のところやはり活動が難しい状況にありまし
た。経済の復興を経営者として取るか、もしくはメンバーの
健康を取るか、そういうような悩みにあたりながら、一つ一
つできることから進めてきました。というわけで、実は今年
に入ってから活動というのは、まだ総会を開いたというよう
なところ、あとはこの後紹介しますが、二月定例会を開いた
ところにとどまっていて、新年会とお客様を呼んで方針発表
等、毎年させていただいていたんですがそちらのほうができ
なかったのであまり資料がございません。なので、2020年10
月、実は私がこちらＪＣの全体事業を受け持たせていただい
た時。こちらの時も、もうコロナというのは去年の3月なの
でスタートを切っていて、その状態に合わせて何かできない
かということを考えてやらせていただいた事業がありました
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ので、こちらから紹介させていただければと思います。ちな
みに前年度、片野理事長がこちらのほうに西ロータリーさん
の卓話にお招きされて喋った時に、私同伴しましてこちらの
ほうの事業をＰＲした、そんな記憶がございます。あの事業
の結末です。2020年10月10日、「撮って食べて探そうウォー
クラリーin白河」というタイトルで、実は事業を展開させて
いただきました。この事業の狙いにあったのは、コロナ禍で
も出来るイベントの提案。特に今年に目標としていた、時代
に合った手法の提案をしていこうと思った時に、それを背中
で示せるようにまずは先駆けて自分の中でコロナ禍でも出来
るイベントって何だろうと考えて企画いたしました。その中
で、一番考えていたのは、やっぱり人には会わないというこ
と。その時期、去年の10月の時期は、白河はほとんど感染者
はいなかったです。けれど、なんか外に出ることは悪のよう
な形になっていて、飲み屋に行くのもほぼほぼアウトで、外
食もなんか行ってはいけないんじゃないかなというそんなと
ころの雰囲気がありました。それをやはり、正しく恐れてほ
しいというのを発信したいと思って、この事業を考えていま
した。ただ、今までのイベントって人と会うことが前提で出
来ているので、実際にお祭りもそうなんですけれど、そこに
人がいなかったら参加している感触というのがないんですよ
ね。だから、ウォークラリーをやると言った時に人と会わな
いんだけど、でもなんか人と会ってる一体感があるような感
じというのを演出したい。これ結構、矛盾したテーマだった
んですけど、これをどうにかして出来ないかというのを一番
に考えていました。そして、4つ目ですね。動くことをやめ
ないで工夫を続ける姿勢を見せたい。これが今年のテーマに
引き継ぐこのウォークラリーの裏テーマです。白河ＪＣは動
きを止めなかったよ。どうにか工夫してやったやろうという
気概を見せたかった。これがこの事業のテーマでした。内容
としては簡単なイベントでした。マップを作りまして、それ
を会わないようにラインで配信しました。そして、指定され
ている場所、地図に載っているんですけど、探して家族で写
真を撮ってラインで白河ＪＣに送ってもらう。こういう事業
でした。この事業を企画した後ろの背景で、そのコロナ禍で
一番何が困っているといった時に、国のアンケートだったん
ですけども家族の時間が増えたというところにあがっていま
した。今まで外で出てた人が家にいるので家族の時間が増え
たんだけど、どうやって使っていいかわからない。それがス
トレスになっている。すごい話ですよね。僕らが今まで外に
出てたんですけど、家に帰ってきたらそれがストレスだって
言われるってすごい悲しいことだなとは思ったんですけれど、
そういう状況がある。そして、外に出ても別に構わないはず
なのに運動不足になっている。公園もその当時だと、利用し
ていいのかよくないのかわからないところがあったので、そ
ういった問題がありました。だったら、逆に家族の時間が増
えていることと、運動不足を解消してあげるということを中
心に事業を組んであげればいいじゃないと思ってウォークラ
リーの形にしました。ラインの活用は、先程言ったどうにか
会わなくて済む方法、それが非接触型ということでラインを
使わせていただきました。そして、ここには書いていないん
ですけど、この状況で一番最初にターゲットにしたのは、今
までは白河地域の市民全体とかって私たちは言っていたんで
すけど、明確に小学生の子供を持つ親子みたいな形で考えて
いました。つまり、子供たちを持つ親子にヒットして、その
人たちが歩いて運動不足を解消してご飯を食べれればいい。

そういうような事業を組んでいました。そういった小学生に
ヒットさせる仕掛けとして、当時ニンテンドースイッチとい
うゲームで「どうぶつの森」というゲームが流行っていたん
ですけど、それをご存じですかね。これは知ってる人は知っ
てると思うんですけど、実はコロナの流行りがけにニュー
ヨークの博物館とかで同じようなことをやっていて、この
ゲームが世界的に流行ったんですよね。ゲームの中で、博物
館のデータを開くと有名な絵が自分の家の中に飾れるとか、
有名な像が家の中に飾れるというような、そんな仕組みがあ
りました。それに乗っかりましてダルライザーとコラボして、
ダルライザーの服、白河のだるま、小峰城、こういったデー
タをこさえて、指定された場所に行くとこのデータが貰える
というような仕組みを作っていきました。これで子供たちは
ゲームの中でダルライザーの服が着たかったら、そこまで歩
いて行ってそこに立っているお兄ちゃん達から紙を貰ってダ
ウンロードしてというような、そんな仕組みを作ってちょっ
としたアトラクションにしてみました。そして最後に、参加
者に食事券を配りました。この当時から、もう飲食店のほう
が売り上げがかなり激減しているという話を聞いて、どうす
ればいいかわからないって言っている話を聞いた時に、飲食
店の組合さんと話をしまして、ＪＣのほうの事業費は今まで
イベントにキャラクターとかショーを呼んでいた部分、それ
をすべて参加者の食事券、これは一人千円分だったんですけ
どこれに回しまして、4人だったら4,000円気前よく配る。そん
な形を取りました。狙いとしては、その4,000円を持って行っ
て飲食店でご飯を食べて歩き回っている間に活性化してもら
いたい。できれば、それは地元に落としてもらいたい。もう
一つの狙いは、ランチなので1,000円って必ず余るんです。だ
から、1,000円で800円のランチを買おうとした時に、じゃあ
200円もったいないと言って400円のジュースを飲む。そうす
ると、200円の追加の経済効果が出ると考えて、こちらのほ
うを設定しました。こちらの結果もあとで話させていただけ
ればと思います。そして、事業当日です。白河ＪＣについて
詳しい方だったら知っているかもしれませんが、実は去年一
昨年の金子理事長、去年の片野理事長、どっちも物凄い雨男
なんです。2020年の10月10日、体育の日、晴れの得意日だと
言われたこの日にやってきたのは台風でした。本当にびっく
りするくらいに台風直撃のコースに入ってて、恵まれすぎた
くらいの雨と風だったんですが、そこまで強くないので開催
しようということで開催に踏み切りました。やっぱり、台風
だったので駄目かなと思ったんですけれど、実際ふたを開け
てみると登録目標の400人に対して参加してくれたのは479人
で、ポイントは10か所設定して、うち2か所がちょっと滑落と
か滑って怪我する恐れがあったので中止しまして8か所にして、
そのうちの1か所でも回ってくれた数、これが70パーセントで、
食券の発行した枚数が454枚に対して使用率が99.1パーセント。
何と450枚を市内で使ってもらうことができました。白河ＪＣ
のラインを使ったというんですけども、ラインも公式ライン
という普通だったらお店とかで使うやつですね。こちらのほ
うを起ち上げて、そこに登録してもらったのが211人というこ
とでこの事業、実は今までは体感できなかったその台風とか
天気が悪いといった時に人が来なくなる現象を跳ねのけてく
れました。もっと言うと、その中で台風でも開いてくれてあ
りがとうとか、雨の中お疲れさまと言ってくれた参加者から
の感謝の声というのが現場で聞けて、どうでしょうか皆さん、
ウェブ会議とかウェブ例会とかをずっと続けていると、その
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会に入ってやる意義というのが、なんかメンバーの中でも薄
れるということはないでしょうか。実は、ＪＣはちょっとそ
ういうきらいが去年出てきていまして、なんか何で集まらな
くちゃならないんだろうねとか、なんで頑張らなくちゃなら
ないんだろうねとか、ウェブだったら集まらなくて楽だよね
というようなちょっとした流れになった時に、その事業を開
くことで本当にお疲れさまといった直の声が響いた時に、メ
ンバーもやる気がすごく回復しました。やっぱり、イベント
で人と会うというのは必要な事なんだなと思いました。こう
いったトライを重ねまして、新しい手法へ挑戦する事という
のは絶対に悪いことじゃない、むしろ手ごたえを得たという
のが、実は今年の2021年のそれだったら変えるべきところは
変えて、とにかく歩みを止めない会であろうよという一言に
自信を持って繋げることができました。そんなわけで、こち
らはちょっと小さくてすいません。事業の写真なんですけど、
メンバーはどういう事をやったかというと、当日は現地に
行って看板を持っているんですけど、ここはポイントですよ
という看板を持っていてお客さんが来たらそれを渡して、そ
して写真を撮る手伝いをしてまた返すというような形でなる
べく人と会わない。けれど、人が来たらおもてなしを出来る
というような体制を取りました。そして、こちらが参加者の
写真です。看板を持って写真をラインで送ってもらうという
形で、しかも先程説明し忘れましたが開会式、閉会式もオン
ラインでやりました。ラインを見てると、ラインにこれから
開会式しますので動画見てくださいねとポコッと送られてき
ます。閉会式の時は、これで終わりますというような動画が
ポカっと送られてくるんですけど、実は参加する時間帯はフ
レキシブル、参加者の都合のいい時に参加してもらって、都
合のいい時に止めてもらっていいよというようなすごい自由
度を高めに設定していました。おかげで、午前中は例えばピ
アノをやっていたので塾に行って行けなかったけど、午後で
ご飯を食べてから2か所くらい回りましたみたいなお客さんも
すごく参加しやすいというような意見をいただきました。そ
して、メディアですね。こちらは、10月10日に頑張って事業
を実施しますよといったＰＲの記事になります。そして、こ
ちらが当日参加していただいた記事。子供たちも今まで全然
外に出れなかったのに、こういうようなイベントで楽しめた
とか、今まで外に出るきっかけがなかったけれどご飯食べて
もいいんだと思うことができたというような反響をいただき
ました。そして、最後ですね。これは、私たちが心の底から
嬉しかったことです。参加者のほうが、インスタグラムとか
ＳＮＳのほうに勝手に投稿して、今日の事業は良かったよと
か、こういうふうに遊べば良かったんだというような形のこ
とを呟いてくれました。特に、右側の記事になった菊池菜穂
さん、こちらの方は西郷にお住まいの方なんですけれど、特
に頼んだわけでもなくて民友新聞によせていただいた記事の
中で、こうやって地域の魅力を青年の人たちが率先して、地
域だけに益が落ちるように何とか工夫を凝らしてやってくれ
るということはとても嬉しいことだと思うみたいな形の文章
を載せてくれました。これを読んだ時に、やっぱりやって良
かったなと思いました。こちらが今、2020年の10月に開催し
ましたウォークラリーの結末というか結果になります。それ
で先程、冒頭に申し上げましたようにメンバーの皆さんには
とにかく歩みを止めることなく工夫して、青年ならではの挑
戦を続けていこうよというのが、今、皆様に言っているとこ
ろです。総会を経た2021年2月の定例会なんですが、こちらに

ついては例年白河ＪＣでは2月には市長をお呼びして例会を開
くんですが、こちらもちょっとやり方を変えてみました。こ
の時は、ズームも良かったんですけれど、企画者のほうが
ユーチューブライブという形で、事前に撮った動画で定例会
をやってみたいという挑戦をしたいということなので、もち
ろんやっていいと思うという形で開催させていただきました。
本当に事前に白河市長と1時間程話をさせていただいて、それ
を動画として綺麗にまとめていただいて、実際の定例会の時
に放映する。その放映という形が集まることがなかったので、
良しとするか否かというのはまた反省の残るところでもあっ
たのですけれど、実際のところはそういう挑戦でやってみな
いとわからないところもあるし、やったからこそこれはいい
ねと思えたところもあるので、こういう挑戦を続けていきた
いと思っています。そして2021年3月18日、これは今月開催予
定の定例会になります。ズームによるセミナー付きの定例会
になります。お題は、女性に焦点を当てて、今女性で活躍し
ているカフェのオーナーと、あと保険屋さんだったかな。こ
の方お二人を講師としてクロストークしていくのをズームで
放映するという形なんですけど、放映先は現地のカフェで設
営するというふうに聞いてます。それをメンバーは自宅なり、
どこかでズームで参加して見てもらうというような形で、今
までだったらＪＣはＪＣ会館という所でそこで集まったりと
か、外に出てもカフェでやるようなことはほとんどなかった
んですけれど、女性が入ってきた時にその会員拡大とか、参
加しやすさとか、どうしたら得れるかというものを考えるた
めにカフェでやるというところで、こちらのほうも3月18日、
工夫を凝らしてやっていくような流れになっています。こち
らに関しては、観覧者という形でオブザーブもできますので、
是非興味ある方は見ていただければと思います。というわけ
で、以上三点が主な説明になりましたが、とにかくやはり本
気で盛り上げていこうという気概で今挑んでおります。おか
げ様をもちまして、先程言った山崎君とか、あとは最近新入
会員の方がだんだん増えていってます。そういった形で、み
んなが動けない時だからこそ歩みを止めずに背中でやってい
く姿勢を見せるという会でありたいなと思ってますので、是
非今日の中でも見ていただいて、例えば息子さん娘さん、も
しくは会社のコアメンバーでＪＣに一年でも二年もいいから
参加させてみたいなと思う方がいらっしゃいましたらお声が
けいただければと思います。というわけで、私の2021年の活
動報告とさせていただきます。ご清聴ありがとうございまし
た。

◦謝辞 吉野敬之会長
　今日は、成井理事長にいっぱいお時間を残そうと思って進
行を早めていったわけですが、実は若干時間が残っておりま
すので、謝辞を述べろということでございますので、少し述
べさせていただきたいと思います。去年の片野理事長、それ
と今年の成井理事長、私も去年の7月から会長職を拝命させ
ていただいて、その前任が中目パスト会長、こちらもＪＣの
ＯＢですのでご存じかと思いますけれども、非常にこのコ
ロナという状況下でいろんな制約がある中、運営が非常に片
野理事長もそうだったでしょうし、私の前任の中目さんもそ
うだったと思います。正直、私は去年の7月に自分に移る時
に、3月4月の頃もう7月くらいには大丈夫なんじゃないかなと
甘く考えておりました。ところが、皆さんご存知のように現
状は刻一刻とといいますか、良くなったり悪くなったりとい
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う形で計画していたことがなかなかできない。実施できない。
やっぱり、片野直前理事長におかれましては地区大会という
ものを30何年振りですかね。開催するというところに非常に
注力していたところ、やっぱり中止に追い込まれたというの
は非常に残念な結果だと思いますし、それに付随して去年計
画していた事も先程ご説明ありましたようなウォークラリー
に関しましても、非常にああゆう状況下であれだけのことを
考え出した皆さん方が素晴らしいなと思いますし、やっぱり
若い力ってすごいなというふうに感心したわけですけれども。
本当にそういう状況下の中でやっていくのは大変だという気
持ちは、もう本当に私も共鳴するところでございます。ただ、
こんな状況下でもやはり私たちも会を運営していかなければ
いけないという中で、その運営する力を養えと、みんなで作
り出せと。これは神様が言われているのかなというふうにも
思いますし、確か記憶は定かじゃないですけど青年会議所の
三信条。修練、奉仕、友情、ですかね。その修練という部分
は、きっと個人個人の良い時、良い環境の状態での運営の仕
方。それも修練でしょうし、やはり今はこういう厳しい環境
下の中で運営していくのもきっと素晴らしい修練に繋がるん
だなというふうに思って頑張っていただきたいなと。私たち
はもうそろそろ修練をする時期がなくなってきている年齢で
すので、奉仕に傾いていってるわけですけれども。青年会議
所のほうにも奉仕という言葉が入っておりますので、共に活
動できる部分も非常に多いかと思いますし、是非同じ地域の
団体として地域を良くして活性化させるためにという思いは
一つだと思いますので、共に手を取って白河を良くするため
に頑張っていきたいなというふうに思う次第でございます。
ちなみに、一番最初の時に国歌斉唱が流れるわけですけど、
これは全然こういう団体に所属してない方ですと、ＪＣもＪ
Ｃソング歌えというと、何だこの団体はと言われるわけです
けど。ロータリーは国歌斉唱を歌うんですが、お気づきにな
られたかもしれませんけど、非常に西ロータリークラブはお
行儀がよろしくて、躾が良いものですからみんな直立不動で
指先を伸ばしてズボンにあてろというふうに教育を受けてま
して、さっき見てたら確かにうちのクラブの人ってそうやっ
てるんですよね。これもクラブの教育だなと。これはうちの
永野パスト会長が口を酸っぱく、梅干しの30倍以上酸っぱく、
とにかく指をつねらんばかりの勢いで教育の賜物でございま
す。これも皆様にもいずれ奉仕繋がりでロータリーに入って
くるやもしれませんので、ＪＣメンバーの方々にもお伝えい
ただければと思います。時間を延ばすのに、35周年の招待状
を渡せと幹事からお話あったんですけど、今日実行委員長が
いませんので謝辞とはちょっと違うんですが、実行委員長が
今日欠席ですので先日決まりました35周年の概要につきまし
てちょっとご説明をさせていただきます。35周年はいろいろ
と検討させていただいたんですが、ズームと実例会の併用、
今の例会と同じようなハイブリット型で開催するということ
にさせていただきました。それで、4月10日の実施日は変わら
ず、式典だけをおこなって当日の懇親会は行わないと決定さ
せていただきました。それに伴いまして、会費はご案内する
方には会費は無料で出席いただきたい。そして、各クラブか
らは今年度の会長、幹事、そして会長エレクト、幹事予定者
の4名を7クラブに案内するということで、総勢100名ほどで式
典を行う予定です。姉妹クラブにおかれましては、遠方より
来ていただくのも、まあ式典だけなのでということでズーム
による参加を各会長にお願いをいたしました。沖縄コザロー

タリーの川中会長は、実はほっとしたと仰っていました。で
も、またいずれ絶対行きたいし、来年がコザさん60周年なの
で、是非60周年には皆さんとフェイストゥーフェイスで会っ
て懇親を深めたいねなどというふうなお話を仰ってました。
それと、翌日のゴルフに関しましては、記念コンペはわたく
し共のクラブのみで開催を行うと決定させていただきまし
た。もちろん、近隣のクラブですとか、その他近しいロータ
リー関係者の方で参加したいという方がいれば参加もやぶさ
かではないんですが。一応、メインは白河西だけで行うとい
うようなことで検討させていただいております。記念品その
他は、今検討中でいずれ正確に決まりましたらその都度お示
しをさせていただきたいと思います。来賓といたしましては、
従来どおり白河市長、西郷村長、それと白河クラブ会長、石
黒ガバナーの4名を予定しておりまして、石黒ガバナーのほう
にはお電話でその旨お伝えしたところ、ほぼ二つ返事でした
ね。やっぱり、これ片野理事長や成井理事長もそうだと思う
んですけど、非常に会長職って責任がある中で受けて、覚悟
を持って受けると思うんですけど、その中で覚悟がなかなか
示せない、出番がないというジレンマは皆さんあるんじゃな
いかなあと。石黒ガバナーもですね、やっぱりそういう思い
は非常に強いのかなというふうにも思います。私もちょっと
気を使ってズームでも結構ですよとか、事前に祝辞はビデオ
撮影でも結構ですよという話をしたんですが、「いや、行き
ます。」と、その日は絶対用事を入れずに行きますと断言さ
れておりましたので、久しぶりに周年等にガバナーがいらっ
しゃると、そういうふうなある意味記念すべき会にもなるの
かなとも思います。最後になりますけど、さっき成井理事長
が仰っていました。どうしてもズームとか顔を合わせない例
会を続けると、モチベーションが下がるのではないかという
ようなお話をされてました。正直、私もそう思っております。
何とか、これをやっぱり顔と顔を合わせて楽しい例会にした
いわけですけど、なかなかそれは各人のしきい値、危険度
のしきい値も違いますし、事情がおありで皆さんに参加を強
く促すというふうなことができない現状でありますけれども、
やはりズームの参加をＯＫですよと言った時点で、なんとな
く例会に対するハードルが下がっているのではないかな。出
席に対するハードルが下がっているのではないかなというふ
うに、日夜自分を責めております。多分、髪の毛が一か月前
よりもかなり薄くなったんではないかな。執行部のやはり出
席率は責任だと感じております。この中でどうやって出席率
を上げて、まあ簡単にいうと楽しけりゃ出てくるんですよね。
出席者は1回10万配るよと言ったら、多分100パーセント来る
と思うので。そういうふうに、楽しいメリットがある会をも
う一回きちんと構築しなくちゃいけないなと、成井理事長の
お話を聞いて改めて思いました。これだけ良い話をしたので、
是非成井理事長、35周
年式典にお越しくださ
い。この場で近藤さん
の分も一緒にお渡しし
ておきます。よろしく
お願いします。本当に
今日はありがとうござ
いました。


